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日本医療薬学会 地域薬学ケア専門薬剤師制度にかかるご協力のお願い 
 

平素より、本会会務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、昨年 12 月４日に公布された改正薬機法において、患者自身が自分に適し

た薬局を選択できるよう、機能別の薬局（地域連携薬局、専門医療機関連携薬局）

の認定制度が導入されました。このうち、専門医療機関連携薬局について、その要

件の１つとして、がん等の専門的な薬学的知見に基づく調剤及び指導の業務を行う

こととされています。 

日本医療薬学会が発足させることになった「地域薬学ケア専門薬剤師制度」につ

いては、研修施設（基幹施設：病院）と研修施設（連携施設：薬局）が連携し、連

携施設に在籍する薬剤師が基幹施設の指導薬剤師の指導の下で研修を履修する枠

組みが示されており、施設と研修者のマッチング作業が必要となります。このマッ

チング作業について、日本医療薬学会より【別紙１】のとおり、日本薬剤師会およ

び都道府県薬剤師会への協力依頼がありました。 

こうした背景および全国的な展開を見据え、本会としては専門的な薬学管理に基

づき関係機関と連携して対応できる薬剤師を輩出し、専門性の高い薬剤師が常駐す

る薬局を地域に配置するため、都道府県薬剤師会ご協力の下、体制を整えることと

いたしました。 

つきましては、今後、都道府県薬剤師会にご協力をいただく内容についてのご説

明の機会を設けますので、その節は参加者の調整等、ご高配のほどよろしくお願い

いたします。 
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